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ピープルズ・ホープ・ジャパン　
ニュースレター

国際保健のとびら　
「国際協力におけるマネジメントについて」

今号の先生：　
順天堂大学　医療看護学部　准教授　岡本美代子

　

支援のかたち
SUNTORY 寄付型自販機：
導入事例　横河商事株式会社様

国際保健医療支援団体（認定NPO法人） 

ピープルズ・ホープ・ジャパン 

カンボジア：保健行政区と協働して次年度の計画を立案
ミャンマー : タッコン郡保健局との活動成果と計画の情報共有

「地域とともに」　
海外事業



地域とともに
東南アジアのなかでも妊産婦、新生児の死亡率が高いミャンマーや

カンボジアで、PHJ は母子保健サービスを強化し、妊産婦や乳幼児の健康
を支える活動をしています。これらの活動を根づかせる―

そのために、行政をはじめとする人たちと協力しあい、
支援地の人々が主体的に動ける仕組みづくりを模索しています。　
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保
健
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政
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と
協
働
し
て

次
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度
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計
画
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案

タ
ッ
コ
ン
郡
保
健
局
と
の

活
動
成
果
と
計
画
の
情
報
共
有

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
現
在
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

州
ス
ト
ゥ
ン
ト
ロ
ン
保
健
行
政
区
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
、
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
、
村
人

の
知
識
な
ど
の
向
上
を
図
り
、
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
と
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
現
地
の
人
々
の
健
康
に
寄
与
で
き
る

よ
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
の
保
健
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
地
域

医
療
の
柱
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
は
保
健
行

政
区
の
指
導
監
督
の
下
で
運
営
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
機
能
を
恒
常
的
に
維
持
す
る
た
め

に
は
保
健
行
政
区
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
強
化

は
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

し
か
し
現
状
は
、
行
政
官
で
あ
っ
て
も
多
く

の
人
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
が
乏
し
く
、

事
業
立
案
、
実
施
、
評
価
と
見
直
し
を
体
系

的
に
管
理
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
P
H
J

で
は
順
天
堂
大
学
岡
本
准
教
授
を
招
き
、
保

健
行
政
区
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
礎
と
な
る
考
え
方
を
学
ん
だ
上
で
、

現
行
の
行
政
区
の
年
間
計
画
を
土
台
と
し
た

修
正
案
作
成
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
、
保
健
行
政
区
ス

タ
ッ
フ
は
具
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
を

理
解
し
ま
し
た
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
定
着
・

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
「
練
習
を
繰
り
返
す
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
保
健
行
政
区
長
は
修
正

案
の
内
容
を
生
か
し
な
が
ら
実
際
の
計
画
を

再
考
察
し
、
P
H
J
と
連
携
を
密
に
し
て
各

種
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
P
H
J
は
今

後
も
保
健
行
政
区
の
年
間
計
画
の
進
捗
状
況

確
認
や
活
動
支
援
を
通
し
、
彼
ら
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
向
上
と
自
立
を
支
援
し
て
い

く
予
定
で
す
。

（
P
H
J
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所　

プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

福
島
菜
見
子
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
2
0
1
4
年
8
月
か
ら

ネ
ピ
ド
ー
管
区
タ
ッ
コ
ン
郡
に
お
い
て
母
子

保
健
改
善
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
で
は
「
搬
送
シ
ス
テ
ム
強
化
」「
医
療
施
設

建
築
及
び
医
療
機
器
支
援
」「
助
産
師
・
補
助

助
産
師
技
能
強
化
」「
地
域
母
子
保
健
教
育
支

援
」
の
4
つ
の
柱
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
今
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
後
の
年

で
も
あ
り
、
タ
ッ
コ
ン
郡
保
健
局
と
保
健
局

を
管
理
・
監
督
す
る
ネ
ピ
ド
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
＊ 

の
ネ
ピ
ド
ー
公
衆
衛
生
局
と
共
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

で
あ
る
政
府
職
員
と
P
H
J
の
今
ま
で
の
活

動
と
成
果
の
共
有
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
の
次
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
に
関

し
て
助
言
を
頂
く
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
て
も
、
主

体
で
あ
る
彼
ら
の
判
断
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
い
く
ら
政
策
で
提
言
し
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
現
状
に
は
全
く
即
し
て
い
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
住
民
や
、

そ
の
政
策
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
現
場
で
働

く
人
た
ち
の
実
情
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

当
の
ゴ
ー
ル
は
私
た
ち
が
撤
退
し
た
後
も
現

地
の
人
た
ち
の
力
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
く

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
現
場

の
意
見
に
常
に
耳
を
傾
け
、
協
働
し
て
い
く

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

＊
ネ
ピ
ド
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
と
は
ネ
ピ
ド
ー

管
区
を
統
括
す
る
行
政
の
組
織
。

（
P
H
J
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所　
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

志
田
保
子
）

保
健
行
政
区
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
保
健
行
政
区
の
管
理
職
の
ス
タ
ッ
フ
に

こ
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上

の
た
め
の
研
修
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

P
H
J
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
学
び
を
通
じ
て
保
健
行
政
区
の
事

業
を
改
善
さ
せ
て
い
き
た
い
、
と
考
え

て
い
ま
す
。」

副
区
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
P
H
J
は
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
州
で
の
成
功

経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ゥ
ン
ト

ロ
ン
行
政
区
で
も
そ
の
成
功
経
験
を
活

か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

Dr .Tun Tun　
タ
ッ
コ
ン
郡
保
健
長

P
H
J
が
タ
ッ
コ
ン
郡
と
保
健
局
と
ネ

ピ
ド
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
と
一
緒
に
行
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。P
H
J
の
今
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
報
告
と
次
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

計
画
を
共
有
で
き
た
う
え
、
タ
ッ
コ
ン

地
域
の
母
子
保
健
問
題
を
あ
た
ら
め
て

認
識
で
き
た
か
ら
で
す
。

タ
ッ
コ
ン
郡
の
人
々
や
保
健
局
に
と
っ

て
、
P
H
J
の
活
動
は
有
益
で
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
の
建
築
や
医
療
機
材
の
供
与
。

自
宅
出
産
か
ら
施
設
分
娩
へ
の
移
行
を

促
進
し
、
居
住
す
る
助
産
師
に
安
全
で

快
適
な
場
所
を
提
供
で
き
ま
す
。
補
助

助
産
師
の
再
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
非
常
に

有
効
で
す
し
、
母
子
保
健
教
育
は
妊
産

婦
の
健
康
知
識
の
向
上
に
よ
る
行
動
変

容
と
健
康
状
態
の
改
善
を
期
待
で
き
ま

す
。
P
H
J
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
人
々
の
意
識
と
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
考
え
方
が
重
要
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー
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コンポンチャム州
ストゥントロン保健行政区の体制

コンポン
チャム州
保健局

ストゥントロン
保健行政局

地方病院保健センター

地域コミュニティ

ネピドー管区タッコン郡
医療体制

ネピドー
カウンシル

タッコン郡保健局

ステーション病院
地域保健センター
サブセンターなど

地域コミュニティ

保健行政区スタッフと次年度計画を作成

ネピドーカウンシルのスタッフとの会議

他の保健行政区をともに視察



国際協力の
“マネジメント”を知ろう。

今号の先生：順天堂大学 医療看護学部 准教授 岡本美代子
順天堂短期大学で看護学、千葉大学で看護学士を修得、看護師、保
健師資格取得。Tulane 大学 MPH（公衆衛生学修士）。名古屋大学
PhD（医学博士）。PHJ 運営委員。ベトナム、カンボジアを中心に地
域保健行政の支援事業で地域保健マネジメントを実践された経験も
あり、現場と教職の双方の視点を活かして活躍中。

昨年の 12 月、PHJ カンボジアの支援地の保健行政区スタッフのマネジメント
能力強化を指南してくださった岡本先生に「マネジメント」について伺ってみました

国際協力における「マネジメント」とは？

マネジメントをスムーズに進めるには？

マネジメントにおいて大切にすべきことは何ですか？

2 つの側面があり、1 つめは国際スタッフが中心となってプロジェク
ト運営を行う「プロジェクト・マネジメント」。2 つめは国際スタッフ
による現地スタッフへの「マネジメント力の向上支援」で、さきほどの “ プロジェクト・マネジメント ”
のノウハウを現地へ適合する形で移譲し、自律したマネジメントを継続させること。技術を伝え根付かせ
る国際協力において不可欠な要素といえます。

文化もあり、一人ひとりのプライドがあるなかで、マネジメントを進めるのは、難しいです。拒否反応だらけで
す。少しずつ人間関係を築きつつ、本音を聞き出し、調整するといった作業が必要です。事前にカウンターパー
トと信頼関係を築いたり、キーパーソンと事業の内容を共有することも大切です。

１つ目は、コミュニケーション。誤解が生まれないように雑談をしたり、徹底して真摯な態度で接します。
食や衣服など現地の文化に関心を示すことで、人との心理的な距離が近くなります。

２つ目は、相手の文化だけでなく、自分の文化も愛すること。日本の文化を理解したり郷土に愛着をもつ
ことは、活動する地域への愛や理解にもつながるのです。

３つ目は、相手を信じて成長を「待つ」。マネジメントを実践し、経験を積んでいく過程には時間が必要です。
一歩一歩、長い道のりを励ましあいながら共に歩む気持ちが大切です。

PHJ

Q1

PHJ

Q2

PHJ

Q3

岡本先生

A1

岡本先生

A2

岡本先生

A3

好評だったマネジメント能力強化の講義

保健行政区スタッフと（左から 3 番目が岡本先生）

相手を尊重すること、同時に自分の文化を理解することなど、普段のコミュニケーションにおいても大切
なことがたくさん詰まっている解説でした。岡本先生ありがとうございました。

PHJ

東
日
本
大
震
災
支
援

タ
イ
H
I
V
／
A
I
D
S

予
防
教
育
の
学
び

タ
イ
の
H
I
V
/
A
I
D
S
エ
イ
ズ
予
防

教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
一
冊
の
本
に
。

包
括
ケ
ア
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
え
に

2
0
1
6
年
も
H
I
V
 サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
講
義
を
実
施

4
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
石
巻
で
は
、
全
壊
し
た
市
立

病
院
が
昨
年
の
秋
に
石
巻
駅
前
に
再
建
さ
れ
、

P
H
J
が
寄
贈
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、石
巻
市
役
所
の
健
康
部
と
ド
ク
タ
ー

カ
ー
導
入
で
お
世
話
に
な
っ
た
開
成
仮
診
療

所
の
長
先
生
を
訪
問
。
復
興
の
現
状
を
伺
い

な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
相
談
し
、

市
と
市
立
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
医
療
器
具
や
超

音
波
診
断
装
置
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

2
0
1
1
年
よ
り
大
阪
看
護
協
会
で
H
I
V
 

サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
厚
労
省
エ

イ
ズ
補
助
金
事
業
）に
講
師
と
し
て
呼
ば

れ
、
年
に
2
回
、
P
H
J
タ
イ
の
H
I
V
/

A
I
D
S
予
防
教
育
の
内
容
を
紹
介
す
る
講

義
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
6
月
と
10
月
に

講
師
と
し
て
出
張
し
て
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
H
I
V
の
感
染
拡
大
を
体
感
す

る「
水
の
交
換
」、
あ
な
た
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

「
性
」を
粘
土
で
表
現
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

タ
イ
の
学
生
が
作
っ
た
H
I
V
/
A
I
D
S

予
防
啓
蒙
の
映
像
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
と
比
べ
て
性
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
な
タ

イ
と
い
う
国
の
ピ
ア
教
育
は
、
性
教
育
に
対

し
て
保
守
的
な
日
本
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
？
そ
ん
な
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
講
義
後
に
受
講
生（
看
護
師
、
保
健
師
、

助
産
師
な
ど
）に
感
想
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
直

接
的
な
言
葉
を
使
わ
な
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
日
本
の
現
場
で
実
践
し
や
す
い
と
い
う
コ

メ
ン
ト
が
多
く
、
水
の
交
換
も
粘
土
も
好
評

P
H
J
タ
イ
の
H
I
V
/
A
I
D
S
予
防
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
、
活
動
の
記

録
と
し
て
ま
と
め
た
冊
子
が
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
の
大
学
や
高
等
専
門
学
校
で
ピ
ア
教
育

を
行
う
上
で
活
用
し
て
い
た
実
際
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
よ
う
な
も
の
で
水
の
交
換
や
粘
土

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
以
外
に
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
ご
寄
付
の

御
礼
に
一
冊
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方

はinfo@
ph-japan.org

ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

で
し
た
。

【
東
京
事
務
所　

広
報
室　

南
部
道
子
】

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
石
巻
市
を「
包
括
ケ
ア
」の
し
く
み
を

実
践
す
る
日
本
の
モ
デ
ル
に
し
た
い
が
、
理

解
や
協
力
が
得
ら
れ
ず
苦
慮
し
て
い
る
と
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
長
先
生
。
少
し
で
も
お
役

に
た
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し

た
。

次
の
日
に
訪
問
し
た
気
仙
沼
市
役
所
で
は

D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
50
台
の
寄
贈
式
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
集
会
施
設
な
ど
へ
来

る
高
齢
者
た
ち
が
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
健
康

体
操
な
ど
を
行
う
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の

後
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
配
布
さ
れ
る
大
浦
公
会
堂

と
大
谷
漁
村
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る

世
話
役
の
方
々
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

震
災
か
ら
6
年
目
を
迎
え
、
関
心
が
薄
れ
て

い
く
中
で
、
P
H
J
は
復
興
は
ま
だ
道
半
ば

と
い
う
認
識
の
も
と
活
動
を
続
け
ま
す
。

【
P
H
J
東
京
事
務
所 

東
日
本
大
震
災
支
援

　
横
尾
勝
】

気
仙
沼
・
石
巻

大
阪

PROJECTS IN JAPAN

再建された石巻市立病院

大谷漁村センターでの DVD プレーヤー寄贈式

粘土作品の一例：
多様な性を様々な色のハートで表現



PHJ
の

輪

Hello!

こんにちは !

PHJ STAFF

HJ では 2012 年から、ドリンク1 本につき約 2 円の寄付が
できる寄付型自販機を通した募金を始め、100 台の自販機を
50社以上に設置いただいています。開始当初からの募金を
合計すると 2017年5 月末で 323 万 1,889 円にのぼります。寄
付型自販機の提案をしてくださったのは、サントリービバレッ
ジサービス株式会社の首都圏営業本部 広域開発部 部長代
理 望月祐也様。オフィスに自販機を設置するだけで売り上げ

の一部を寄付できるため、設置企業様も従業員の方も普段
から気軽に社会貢献できるといった魅力を説明いただきまし
た。時を同じくして PHJ 賛助会員企業の担当者様より社内
での自販機を寄付型にしたい、とのうれしいお申し出。2012
年 9 月、菱洋エレクトロ株式会社様が寄付型自販機第一号
を設置いただきました。以来、さまざまな企業・病院様より
設置にご協力いただいています。

サントリービバレッジサービス株式会社様

寄付型自販機

横河商事株式会社様は、本社に 2 台、名古屋支
社に 2 台、計 4 台の寄付型自販機を設置いただ
いています。PHJ から寄付型自販機を提案した当時、オフィスで気軽に社会貢献をした
いと考えていたとのことで、即、導入を決断。さらに担当の 総務人事部 総務課長 牛田
浩一様は少しでも貢献したいとの想いから、消費増税による価格の引きあげを機にドリン
ク1 本につき約２円だった寄付を 5 円にあげてくださいました 。PHJ は皆様のお気持ち
に支えられている――自販機を通してそんなことをあらためて実感しました。　

PHJ の寄付型自販機の導入をお考えの団体様はお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先：メール info@ph-japan.org あるいは　電話：0422-52-5507　担当 : 北島

寄付型自販機導入事例：横河商事株式会社様　
導入時期：2013年 2 月
導入数：本社 2 台、名古屋支社 2 台

前月と累計の募金額を自販機に表示

牛田浩一 課長と PHJ の寄付型自販機

「オフィスでいつでも社会貢献できるコトを探していました」

P

PHJの
支援の
かたち

企業・団体・病院様

アジアの母と子を
支える活動

PHJ

設置手数料
ドリンク１本につき
企業・団体様の

お名前で約２円を支援

2
0
1
6
年
は
Ｐ
Ｈ
Ｊ
東
京
事
務
所

で
二
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
さ
ん
が
働
い

て
く
れ
ま
し
た
。
広
報
の
通
常
業
務

を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

な
ど
様
々
な
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
の
3
月
、
4

月
に
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
タ
ー
ン
を
修
了
。

お
二
人
に
感
想
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■
國
井 

紗
希
子 

さ
ん

Ｐ
Ｈ
Ｊ
の
皆
さ
ん
が
共
通
し
て
活
動
地
の
問
題
を
解

決
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
お
仕
事
さ
れ
て
い

る
姿
が
と
て
も
格
好
よ
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
は
常
に

刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｈ
Ｊ
の
イ
ン
タ
ー
ン

で
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

『
人
』
が
あ
っ
て
こ
そ
の
N
P
O
団
体
、Ｐ
Ｈ
Ｊ
で

あ
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｊ
に
関
わ
る
全
て
の
『
人
』の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
学
問
に
加
え
て
人
と
し
て

も
成
長
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
今
ま
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

■
佐
藤 

唯
衣 

さ
ん

イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
「
Ｐ
Ｈ
Ｊ
を
継
続
的
に
支
援
し

て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｈ
Ｊ
が
途
上
国
の
母
子
保
健
を
継
続

的
に
支
援
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
必
要
性
と
難
し
さ
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｈ
Ｊ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
そ
し

て
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
て
面
白
い

の
で
、
毎
回
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｐ

Ｈ
Ｊ
の
温
か
い
支
援
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
半
年
間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ピ
ョ
ー
・
ミ
ン
・
ト
ゥ　

P
H
J
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

オ
フ
ィ
サ
ー

ソ
パ
ー
ル　
　

P
H
J
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ア
シ
ス
タ
ン
ト　

海
外
事
務
所
に
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
が
入
り
ま
し
た
！

P
H
J
東
京
事
務
所
の

イ
ン
タ
ー
ン
生
2
名
が
修
了

Q
：
P
H
J
で
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
か
？

A
：
母
子
保
健
教
育
の

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
評
価
、
母
子
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
計
画
と
実

施
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
患
者
数
の
統
計
処
理
、
母

子
保
健
関
連
の
文
書
の
翻
訳
を
行
っ
た
り
、
各
会

議
の
議
事
録
の
要
約
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

Q
：
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と

き
で
す
か
？

A
：
行
政
職
員
の
人
た
ち
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
計
画
し
、
実
行
し
た
時
で
す
。

ま
た
、
母
子
保
健
教
育
を
通
し
て
地
域
の
人
々
の

知
識
が
向
上
し
た
り
、
彼
ら
が
喜
ん
で
い
る
姿
を

見
た
時
で
す
。

Q
：
事
務
所
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
？

A
：
雰
囲
気
は
良
い
で
す
。
も
う
少
し
時
間
が
も

て
て
、
所
長
と
話
せ
た
ら
自
分
の
英
語
も
上
達
す

Q
：
P
H
J
で
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
？

A
：
P
H
J
で
働
き

は
じ
め
て
3
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
支
援
対
象
の
3
ヶ
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
活
動
や
、
地
域
で
の
保
健
教
育
に
携
わ
っ

た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

Q
：
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
ど
ん

な
と
き
で
す
か
？

A
：
自
分
に
任
さ
れ
た
業
務
を
や
り
き
っ
た
と

き
で
す
。

Q
：
事
務
所
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
。

A
：
と
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
み
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
す
し
、
オ
フ
ィ
ス

も
大
き
く
て
明
る
い
の
で
快
適
で
す
。

Q
：
仕
事
上
で
の
あ
な
た
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A
：
自
分
が
果
た
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
こ

な
し
て
い
き
た
い
で
す
。

る
と
思
い
ま
す
。
人
材
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
研
修
に
も
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

Q
：
仕
事
上
で
の
あ
な
た
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

A
：
P
H
J
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
が
自

分
の
目
標
で
す

！！



目標達成まであとおよそ 50 万円！
PHJカンボジア事務所では、安全なお産に不可
欠な保健センターでの妊婦健診、出産、産後検
診、乳児健診の定着化を目指して、奨励ギフト
セットの配布を行っています。

【保健センターで出産し、
その後も産後検診のため訪問したお母さん】

「保健センターで出産したのは安全で何かあった
らすぐに病院に搬送してもらえるからです。」

この活動を支援するため、1500 円のご寄付で、
一人の女性に安全なお産と産後をサポートする奨
励ギフト2 つを届ける募金を 2017 年 2 月15 日に
開始しました。目標金額 100 万円のところ、5 月
末までに個人や企業の募金を合わせて49 万円が
集まりました。この場を借りて御礼を申し上げま
す。目標金額まで、およそ 50 万円ですので、引
き続きご協力のほど、よろしくお願いいたします。

普段はなかなか伝えられない、国際協力における地域とのつながりの重要性についてを紹介しましたが、いかがでし

たでしょうか。岡本先生が大切にする相手を尊重するコミュニケーションは、ローカルなビジネスにも通ずるものだと

感じました。本誌に関するご意見・ご感想などありましたら、info@ph-japan.org までお気軽にお知らせください。

発行：認定 NPO 法人　ピープルズ・ホープ・ジャパン
発行責任者：廣見公正　編集人：南部道子　発行日：2017 年 6 月12 日
連絡先：〒 180-8750　東京都武蔵野市中町 2-9-32　TEL:0422-52-5507　FAX:0422-52-7035
ホームページ：http://www.ph-japan.org/

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

PHJ のチャリティカレンダー 2017 のご寄付は、
2017 年 1 月末までに、3,184,242 円が集まりまし
た。皆様のご協力に感謝いたします。

2018 年のチャリティカレンダーも前年と同様に干
支の動物をテーマに、カンボジアと日本、今回
はじめてミャンマーの子ども達に絵を描いてもら
います。どうぞお楽しみに。

2017 年のグローバルフェスタ

絵を描くカンボジアの小学生：2017 年 1 月

PHJのお知らせ掲示板

編集後記

PHJ bulletin board 

カンボジアの安全なお産応援募金 カレンダー募金の報告と
2018 年カレンダーの進捗

募金方法
ご寄付いただく場合はお名前、住所、電話番号を
info@ph-japan.org までお知らせいただき、下記振込
先にお振込みください。
・口数：1 口　1500 円　
・振込先： みずほ銀行　三鷹支店　（普通）   　　
　4370706　　特非）ピープルズホープジャパン
※ PHJ のホームページからもご寄付いただけます。
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